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南 半球成層 圏における波数2の 東進波につ い て

坂井 亜紀子 ・ 廣岡 俊彦（九大 ・ 理 ）

　 1，は じめ に

　　南半 球 冬 季 の 成 層 圏 にお い て東 西 波 数 2の プ

　ラネタリ
ー

波が 10 日か ら20日の 周 期で 定常的に 東

　進することに つ い て は 、Harwood （1975，QJRMS）以

　来多くの 報告がある 。
2002 年 9月 23 日 、 成層圏突

　然昇温 により南極オゾン ホール が 2つ に分裂すると

　 い う気 象学的 に大変珍 しい 現 象が起きた 。
こ の 現

　 象に つ い て解 析 を行 っ た ところ、この 年 は 7月 頃か

　 らプラネタリ
ー

波の 波数 2の 活動が活発で 、それ が

　 成層 圏突然昇温 の 寄与 に深 く関わっ て い ることが

　明らか になりつ つ ある（例えば 、 森 ，2004、 日尾 2004、
　 い ず れも気 象学会春季大会）。 こ の ように波数 2の

　 プラネタリ
ー

波は 、南 半球の 成層 圏循 環全 体 に大

　 きな影響を与えて い る 。

　 この 波動の 形 成に つ い て 、成層圏 にお ける西 風

　 極夜ジ ェ ッ トの 不安定 が重要 であると言 われ て い る

　 が （Manney他 ，
1990

，JAS）、対 流 圏か らの 上 方伝播

　成 分も考えられ 、必ずしもその 性 質は明 らか に なっ

　 て い ない
。

　 本研究で は 南半球 にお ける波数 2の プラネタリー

　 波 の 特性を明 らか に することを 目的 とし、北 半球 と

　 の 比 較を行 い ながら、詳細 な解析 を行 っ たの でそ

　 の 結果 を報 告 する。
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2．デ
ー

タ

デ ー
タに は NCEP ／NCAR 再解 析デ ータの うち 、

1980年か ら2002年まで の デ
ータを用い た 。 格子点

間隔は 東西方向が2．5
°

、 南北方 向が2．5°

、 鉛直

方向は 1000hPa か ら10hPa まで 17層 にな っ て い る 。

今回は主に等圧面 高度場 データを用い た。

3．結果

まず、南半球の 波数 2の プラネタリ
ー

波に つ い て

位相と振幅の 日変化を調 べ てみた （図 1）。 振幅 は

高度的 には 、 中部か ら上 部成層圏で 大きくなり、緯
度的には 、南緯 60

°

付近で最大 となるの で 、こ こで

は 10hPa、南緯60
°

の結果を示 す 。 また、比 較の た

め波数 1につ い ても同様 に示す 。
こ の 図より、2002

年は波数 1成分がほぼ停 滞して い るの に対 し、7月
か ら10月 半 ばにか けて 、波数2成分が 定常的に東

進 して おり、その 周 期 はお よそ 10 日で 、振幅も他の

年に 大きくなっ て い る 。

一方 、それ とは 対 照的 に 、

2001年は 冬季を通して 波数 2成分の 活動性 が低く、

位相変化も不規則 で ある。 今後 はその 力 学 的背 景

につ い て の 解 析 が必要 である。詳 しい 結果 は会場

で 示 す 。
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図 1 ：10hPa 面 、南緯 60
°

に お けるプ ラネタリー波 の 位相 （リッ ジ の 経度）と振幅 （単位 ：m ）の 日変化 図。左 が

2002年 、右 が 2001年 を示 す 。 位相 は ＋ が波 数 1成 分 、× が 波数 2成分 、 振幅 は実線が波数 1成分、破線が 波

数 2成分を示 す。
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